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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月4日(2011.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
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　本発明の光源装置は、第１の波長帯域で発光する第１の光源と、上記第１の光源の発光
を用いて時分割で複数色の光源光を発生する光源光発生手段と、上記第１の波長帯域とは
異なる第２の波長帯域の光源光を発生する第２の光源と、上記光源光発生手段及び第２の
光源から発生する各光源光が循環的に発生するように上記第１及び第２の光源と上記光源
光発生手段の駆動タイミングを制御する第１の光源制御手段と、上記光源光発生手段及び
第２の光源から発生する各光源光の光強度を検出する検出手段と、上記検出手段による上
記光源光発生手段及び第２の光源から発生する各光源光における光強度値をそれぞれ記憶
しておく記憶手段と、上記記憶手段に記憶された各光源光の光強度値に対する上記検出手
段での検出結果に基づいて上記第１及び第２の光源の発光状態を調整する第２の光源制御
手段とを具備したことを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明の光源装置は、第１の波長帯域で発光する第１の光源と、上記第１の光源
の発光を用いて時分割で複数色の光源光を発生する光源光発生手段と、上記第１の波長帯
域とは異なる第２の波長帯域の光源光を発生する第２の光源と、上記光源光発生手段及び
第２の光源から発生する各光源光が循環的に発生するように上記第１及び第２の光源と上
記光源光発生手段の駆動タイミングを制御する第１の光源制御手段と、上記第１及び第２
の光源のうち少なくとも一方の積算発光時間を計時する計時手段と、上記計時手段での計
時結果に基づいて上記第１及び第２の光源の少なくとも１つの発光状態を調整する第２の
光源制御手段とを具備したことを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の投影装置は、第１の波長帯域で発光する第１の光源と、上記第１の光源の発光
を用いて時分割で複数色の光源光を発生する光源光発生手段と、上記第１の波長帯域とは
異なる第２の波長帯域の光源光を発生する第２の光源と、上記光源光発生手段及び第２の
光源から発生する各光源光が循環的に発生するように上記第１及び第２の光源と上記光源
光発生手段の駆動タイミングを制御する第１の光源制御手段と、上記光源光発生手段及び
第２の光源から発生する各光源光の光強度を検出する検出手段と、上記検出手段による上
記光源光発生手段及び第２の光源から発生する各光源光における光強度値をそれぞれ記憶
しておく記憶手段と、上記記憶手段に記憶された各光源の光強度に対する上記検出手段で
の検出結果に基づいて上記第１及び第２の光源の発光状態を調整する第２の光源制御手段
と、画像信号を入力する入力手段と、上記第１及び第２の光源制御手段での制御に基づい
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て出射される光源光を用い、上記入力手段で入力する画像信号に対応したカラーの光像を
形成して投影する投影手段とを具備したことを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また、本発明の投影装置は、第１の波長帯域で発光する第１の光源と、上記第１の光源
の発光を用いて時分割で複数色の光源光を発生する光源光発生手段と、上記第１の波長帯
域とは異なる第２の波長帯域の光源光を発生する第２の光源と、上記光源光発生手段及び
第２の光源から発生する各光源光が循環的に発生するように上記第１及び第２の光源と上
記光源光発生手段の駆動タイミングを制御する第１の光源制御手段と、上記第１及び第２
の光源のうち少なくとも一方の積算発光時間を計時する計時手段と、上記計時手段での計
時結果に基づいて上記第１及び第２の光源の少なくとも１つの発光状態を調整する第２の
光源制御手段と、画像信号を入力する入力手段と、上記第１及び第２の光源制御手段での
制御に基づいて出射される光源光を用い、上記入力手段で入力する画像信号に対応したカ
ラーの光像を形成して投影する投影手段とを具備したことを特徴とする投影装置
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明の投影方法は、第１の波長帯域で発光する第１の光源、上記第１の光源の発光を
用いて時分割で複数色の光源光を発生する光源光発生部、上記第１の波長帯域とは異なる
第２の波長帯域の光源光を発生する第２の光源、上記光源光発生部及び第２の光源から発
生する各光源光の光強度を検出する検出部、上記検出部による上記光源光発生部及び第２
の光源から発生する各光源光における光強度値をそれぞれ記憶しておく記憶部、画像信号
を入力する入力部、及び光源光を用い、上記入力部で入力する画像信号に対応したカラー
の光像を形成して投影する投影部を備えた投影装置での投影方法であって、上記光源光発
生部及び第２の光源から発生する各光源光が循環的に発生するように上記第１及び第２の
光源と上記光源光発生部の駆動タイミングを制御する第１の光源制御工程と、上記記憶部
に記憶された各光源光の光強度値に対する上記検出部での検出結果に基づいて上記第１及
び第２の光源の発光状態を調整する第２の光源制御工程とを有したことを特徴とする
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　また、本発明の投影方法は、第１の波長帯域で発光する第１の光源、上記第１の光源の
発光を用いて時分割で複数色の光源光を発生する光源光発生部、上記第１の波長帯域とは
異なる第２の波長帯域の光源光を発生する第２の光源、上記第１及び第２の光源のうち少
なくとも一方の積算発光時間を計時する計時部、画像信号を入力する入力部、及び光源光
を用い、上記入力部で入力する画像信号に対応したカラーの光像を形成して投影する投影
部を備えた投影装置での投影方法であって、上記光源光発生部及び第２の光源から発生す
る各光源光が循環的に発生するように上記第１及び第２の光源と上記光源光発生部の駆動
タイミングを制御する第１の光源制御工程と、上記計時部での計時結果に基づいて上記第
１及び第２の光源の少なくとも１つの発光状態を調整する第２の光源制御工程とを有した
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ことを特徴とする。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　本発明のプログラムは、第１の波長帯域で発光する第１の光源、上記第１の光源の発光
を用いて時分割で複数色の光源光を発生する光源光発生部、上記第１の波長帯域とは異な
る第２の波長帯域の光源光を発生する第２の光源、上記光源光発生部及び第２の光源から
発生する各光源光の光強度を検出する検出部、上記検出部による上記光源光発生部及び第
２の光源から発生する各光源光における光強度値をそれぞれ記憶しておく記憶部、画像信
号を入力する入力部、及び光源光を用い、上記入力部で入力する画像信号に対応したカラ
ーの光像を形成して投影する投影部を備えた投影装置が内蔵するコンピュータが実行する
プログラムであって、上記光源光発生部及び第２の光源から発生する各光源光が循環的に
発生するように上記第１及び第２の光源と上記光源光発生部の駆動タイミングを制御する
第１の光源制御ステップと、上記記憶部に記憶された各光源光の光強度値に対する上記検
出部での検出結果及に基づいて上記第１及び第２の光源の発光状態を調整する第２の光源
制御ステップとをコンピュータに実行させる。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　また、本発明のプログラムは、第１の波長帯域で発光する第１の光源、上記第１の光源
の発光を用いて時分割で複数色の光源光を発生する光源光発生部、上記第１の波長帯域と
は異なる第２の波長帯域の光源光を発生する第２の光源、上記第１及び第２の光源のうち
少なくとも一方の積算発光時間を計時する計時部、画像信号を入力する入力部、及び光源
光を用い、上記入力部で入力する画像信号に対応したカラーの光像を形成して投影する投
影部を備えた投影装置が内蔵するコンピュータが実行するプログラムであって、上記光源
光発生部及び第２の光源から発生する各光源光が循環的に発生するように上記第１及び第
２の光源と上記光源光発生部の駆動タイミングを制御する第１の光源制御ステップと、上
記計時部での計時結果に基づいて上記第１及び第２の光源の少なくとも１つの発光状態を
調整する第２の光源制御ステップとをコンピュータに実行させる。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の波長帯域で発光する第１の光源と、
　上記第１の光源の発光を用いて時分割で複数色の光源光を発生する光源光発生手段と、
　上記第１の波長帯域とは異なる第２の波長帯域の光源光を発生する第２の光源と、
　上記光源光発生手段及び第２の光源から発生する各光源光が循環的に発生するように上
記第１及び第２の光源と上記光源光発生手段の駆動タイミングを制御する第１の光源制御
手段と、
　上記光源光発生手段及び第２の光源から発生する各光源光の光強度を検出する検出手段
と、
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　上記検出手段による上記光源光発生手段及び第２の光源から発生する各光源光における
光強度値をそれぞれ記憶しておく記憶手段と、
　上記記憶手段に記憶された各光源光の光強度値に対する上記検出手段での検出結果に基
づいて上記第１及び第２の光源の発光状態を調整する第２の光源制御手段と
を具備したことを特徴とする光源装置。
【請求項２】
　上記第２の光制御手段は、上記検出手段で検出された上記各光源光の光強度比を算出し
、当該算出された光強度比が上記記憶手段に予め記憶された各光源光の所定の光強度値に
基づく光強度比と等しくなるように上記第１及び第２の光源の発光状態を調整することを
特徴とする請求項１記載の光源装置。
【請求項３】
　上記第２の光制御手段は、上記検出手段で検出された上記各光源光の光強度値と、上記
記憶手段に予め記憶された各光源光の所定の光強度値との差分値を算出し、当該差分値が
所定値以上の光源光に基づき警告を報知する警告手段をさらに有していることを特徴とす
る請求項１または２記載の光源装置。
【請求項４】
　第１の波長帯域で発光する第１の光源と、
　上記第１の光源の発光を用いて時分割で複数色の光源光を発生する光源光発生手段と、
　上記第１の波長帯域とは異なる第２の波長帯域の光源光を発生する第２の光源と、
　上記光源光発生手段及び第２の光源から発生する各光源光が循環的に発生するように上
記第１及び第２の光源と上記光源光発生手段の駆動タイミングを制御する第１の光源制御
手段と、
　上記第１及び第２の光源のうち少なくとも一方の積算発光時間を計時する計時手段と、
　上記計時手段での計時結果に基づいて上記第１及び第２の光源の少なくとも１つの発光
状態を調整する第２の光源制御手段と
を具備したことを特徴とする光源装置。
【請求項５】
　第１の波長帯域で発光する第１の光源と、
　上記第１の光源の発光を用いて時分割で複数色の光源光を発生する光源光発生手段と、
　上記第１の波長帯域とは異なる第２の波長帯域の光源光を発生する第２の光源と、
　上記光源光発生手段及び第２の光源から発生する各光源光が循環的に発生するように上
記第１及び第２の光源と上記光源光発生手段の駆動タイミングを制御する第１の光源制御
手段と、
　上記光源光発生手段及び第２の光源から発生する各光源光の光強度を検出する検出手段
と、
　上記検出手段による上記光源光発生手段及び第２の光源から発生する各光源光における
光強度値をそれぞれ記憶しておく記憶手段と、
　上記記憶手段に記憶された各光源の光強度に対する上記検出手段での検出結果に基づい
て上記第１及び第２の光源の発光状態を調整する第２の光源制御手段と、
　画像信号を入力する入力手段と、
　上記第１及び第２の光源制御手段での制御に基づいて出射される光源光を用い、上記入
力手段で入力する画像信号に対応したカラーの光像を形成して投影する投影手段と
を具備したことを特徴とする投影装置。
【請求項６】
　上記検出手段は、上記光源光発生手段で発生する複数色の光源光、及び上記第２の光源
の発光による光源光が共通して出射される位置に対して設けられ、
　上記第２の光源制御手段は、上記検出手段での検出結果に基づいて、上記光源光発生手
段で発生する複数色の光源光、及び上記第２の光源の発光による光源光すべての発光状態
を調整する
ことを特徴とする請求項５記載の投影装置。
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【請求項７】
　上記第２の光源制御手段は、上記検出手段での検出結果に基づいて上記第１及び第２の
光源の各光源光の発光強度又は、上記第１及び第２の光源の各光源光の発光時間幅を調整
することを特徴とする請求項５記載の投影装置。
【請求項８】
　上記第１の光源は、青色波長帯域のレーザ光を発光するとともに、上記光源光発生手段
は、少なくとも上記レーザ光を励起光として緑色波長帯域を発生する蛍光体層と、上記レ
ーザ光を拡散透過する拡散層とが周方向に並設されてなるカラーホイールであることを特
徴とする請求項５乃至７いずれかに記載の投影装置。
【請求項９】
　上記第２の光制御手段は、上記検出手段で検出された上記各光源光の光強度値と、上記
記憶手段に記憶された各光源光の光強度値との差分値を算出し、当該差分値が所定値以上
の光源光に基づき、上記第１の光源と、上記カラーホイールに設けられる蛍光体層と、上
記第２の光源のいずれかが劣化していることを報知することを特徴とする請求項８記載の
投影装置。
【請求項１０】
　上記第２の光源は、赤色波長帯域光を発光する発光ダイオード又はレーザ光源であるこ
とを特徴とする請求項８記載の投影装置。
【請求項１１】
　第１の波長帯域で発光する第１の光源と、
　上記第１の光源の発光を用いて時分割で複数色の光源光を発生する光源光発生手段と、
　上記第１の波長帯域とは異なる第２の波長帯域の光源光を発生する第２の光源と、
　上記光源光発生手段及び第２の光源から発生する各光源光が循環的に発生するように上
記第１及び第２の光源と上記光源光発生手段の駆動タイミングを制御する第１の光源制御
手段と、
　上記第１及び第２の光源のうち少なくとも一方の積算発光時間を計時する計時手段と、
　上記計時手段での計時結果に基づいて上記第１及び第２の光源の少なくとも１つの発光
状態を調整する第２の光源制御手段と、
　画像信号を入力する入力手段と、
　上記第１及び第２の光源制御手段での制御に基づいて出射される光源光を用い、上記入
力手段で入力する画像信号に対応したカラーの光像を形成して投影する投影手段と
を具備したことを特徴とする投影装置。
【請求項１２】
　上記投影装置は、上記第１及び第２の光源の少なくとも一方の発光強度が異なる複数の
投影モードを有し、
　上記計時手段は、上記複数の投影モード下での上記第１及び第２の光源のうち少なくと
も一方の積算発光時間を基準となる１つの投影モードでの積算発光時間に換算して計時す
る
ことを特徴とする請求項１１記載の投影装置。
【請求項１３】
　第１の波長帯域で発光する第１の光源、上記第１の光源の発光を用いて時分割で複数色
の光源光を発生する光源光発生部、上記第１の波長帯域とは異なる第２の波長帯域の光源
光を発生する第２の光源、上記光源光発生部及び第２の光源から発生する各光源光の光強
度を検出する検出部、上記検出部による上記光源光発生部及び第２の光源から発生する各
光源光における光強度値をそれぞれ記憶しておく記憶部、画像信号を入力する入力部、及
び光源光を用い、上記入力部で入力する画像信号に対応したカラーの光像を形成して投影
する投影部を備えた投影装置での投影方法であって、
　上記光源光発生部及び第２の光源から発生する各光源光が循環的に発生するように上記
第１及び第２の光源と上記光源光発生部の駆動タイミングを制御する第１の光源制御工程
と、
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　上記記憶部に記憶された各光源光の光強度値に対する上記検出部での検出結果に基づい
て上記第１及び第２の光源の発光状態を調整する第２の光源制御工程と
を有したことを特徴とする投影方法。
【請求項１４】
　第１の波長帯域で発光する第１の光源、上記第１の光源の発光を用いて時分割で複数色
の光源光を発生する光源光発生部、上記第１の波長帯域とは異なる第２の波長帯域の光源
光を発生する第２の光源、上記第１及び第２の光源のうち少なくとも一方の積算発光時間
を計時する計時部、画像信号を入力する入力部、及び光源光を用い、上記入力部で入力す
る画像信号に対応したカラーの光像を形成して投影する投影部を備えた投影装置での投影
方法であって、
　上記光源光発生部及び第２の光源から発生する各光源光が循環的に発生するように上記
第１及び第２の光源と上記光源光発生部の駆動タイミングを制御する第１の光源制御工程
と、
　上記計時部での計時結果に基づいて上記第１及び第２の光源の少なくとも１つの発光状
態を調整する第２の光源制御工程と
を有したことを特徴とする投影方法。
【請求項１５】
　第１の波長帯域で発光する第１の光源、上記第１の光源の発光を用いて時分割で複数色
の光源光を発生する光源光発生部、上記第１の波長帯域とは異なる第２の波長帯域の光源
光を発生する第２の光源、上記光源光発生部及び第２の光源から発生する各光源光の光強
度を検出する検出部、上記検出部による上記光源光発生部及び第２の光源から発生する各
光源光における光強度値をそれぞれ記憶しておく記憶部、画像信号を入力する入力部、及
び光源光を用い、上記入力部で入力する画像信号に対応したカラーの光像を形成して投影
する投影部を備えた投影装置が内蔵するコンピュータが実行するプログラムであって、
　上記光源光発生部及び第２の光源から発生する各光源光が循環的に発生するように上記
第１及び第２の光源と上記光源光発生部の駆動タイミングを制御する第１の光源制御ステ
ップと、
　上記記憶部に記憶された各光源光の光強度値に対する上記検出部での検出結果及に基づ
いて上記第１及び第２の光源の発光状態を調整する第２の光源制御ステップと
をコンピュータに実行させる、コンピュータが読取可能なプログラム。
【請求項１６】
　第１の波長帯域で発光する第１の光源、上記第１の光源の発光を用いて時分割で複数色
の光源光を発生する光源光発生部、上記第１の波長帯域とは異なる第２の波長帯域の光源
光を発生する第２の光源、上記第１及び第２の光源のうち少なくとも一方の積算発光時間
を計時する計時部、画像信号を入力する入力部、及び光源光を用い、上記入力部で入力す
る画像信号に対応したカラーの光像を形成して投影する投影部を備えた投影装置が内蔵す
るコンピュータが実行するプログラムであって、
　上記光源光発生部及び第２の光源から発生する各光源光が循環的に発生するように上記
第１及び第２の光源と上記光源光発生部の駆動タイミングを制御する第１の光源制御ステ
ップと、
　上記計時部での計時結果に基づいて上記第１及び第２の光源の少なくとも１つの発光状
態を調整する第２の光源制御ステップと
をコンピュータに実行させる、コンピュータが読取可能なプログラム。
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